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   Case 1: A 56-year-old man visited us complaining of gross hematuria. Because of his refusal 
to undergo a surgical operation, we performed embolization and chemotherapy, which were ineffec-
tive and he died of cancerous cachexia. 
   Case 2: A 59-year-old female with microscopic hematuria was referred to our clinic. Left par-
tial nephrectomy and right radical nephrectomy were done in a two-stage operation at a 3 month 
interval. She is now well without sign of recurrence at 9 months after the last operation.
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入院時現症1体 格中等度,栄 養良好,頭 。胸 ・腹部
理学所見異常なし,腎 ・肝 ・脾ふれず.表 在 リンパ節
腫脹なし,
入院時検査成績 血圧正常,体 温正常,血 算 ・1血1液
生化学 ・血沈 ・CRPい ずれ も正常範囲内,尿 沈渣:
赤血球多数/hpf,白 血球10個/hpf.
X線 所見:胸 部;異 常なし.IVP;右 ほぼ正常,左























部X線 にて転移巣認め,1985'4月 よりγ一IFN施 行
するも両側腫瘍さらに増大し,脳 ・皮膚に転移をきた


































創あり.左 腎肋骨弓下2横 指触知.右 腎 ・肝 ・脾ふれ
ず.表 在 リンパ節腫脹なし



















































Icmを 併せて 部分切除した,術 中濃厚赤血球2パ ッ






















川村 ・ほか:両 側腎腫瘍 1865
Table1.両 側 腎腫 瘍 本 邦 報 告 例(中 川5)原 ら6)の 集 計 以 降).
報告者 年齢 性 主 訴 発生時期
組 識 型





































































































































左腎摘 ・右腎摘 泌尿 紀 要32
塞栓術,IFN
右部分切除 ・左腎摘
癌 の 臨 床1695V1970
日泌尿会 誌ア35711S82













9か 月現在,再 発の徴候な く健在である.
Table2.両 側 腎腫 瘍 の 治 療 法.
同 時 非同時
考 察
両側 の 腎 に悪 性 腫 瘍 が 発 生 す る こ とは ウィル ム ス腫
瘍 の場 合 以外 で は まれ と され て い る が,最 近 は そ の 報
告例 が 増 え て きて い る.
欧 米 で はEdwardsonり が26{　U,Smallら2)が18例
を ま とめ,非 常 に稀 な も の と して 報 告 して い る 。 し
か しVermillion3)は329例 の腎 癌 の うち 両 側例 は6例
(1・8%),ま たJohnsonら4)は709例中10 (1.4%0)
と報 告 し,き わ め て まれ とは い い が た い と思 われ る.
本邦 では 中 川 らS)が14例 を ま とめ,原 ら6)が これ に
15例 を加 えた29例 を 集計 して い るが,こ の うち症 例21
は症例13と 同一 症 例 で あ り,こ れ を除 いて そ の後 に 発
表 され た 症例 お よび 自験 例 を 加 えた46例 に つ い て ま と
め た(Table1).
年 齢 は38歳 か ら71歳 まで で,平 均 は55.4歳.性 別 は
男子36例 に対 し,女 子 は10例(3.6対1)であ った.
これ は 腎癌 一 般 と比べ7β)ほ とん ど差 を み な い.本 邦
46例 の うち 同 時 性症 例 の32例 に対 し非 同時 性 の例 は12
例 で あ った,
同時 性 の場 合,左 右 の組 織 型 が 明 らか に 異 な る場 合
は両 方 原 発 と して 問題 は な いが,左 右 の組 織 が 同一 か
似 てい る場 合に は,両 方 原発 で あ る のか 一 方 が 他方 の
転移 で あ る のか を判 定 す る の は不 可 能 であ る.わ れ わ
れ の 第2例 で は 他 の転 移 を認 め ず,そ れ ぞ れ が 被 膜 を

































































記載 のはっきりしない3例 を除 く12例 についてみる
と,腎 摘出術を先に施行した例は2例,部 分切除を先
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